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要求アンケート実施中
　日本共産党通研支部は「要求アンケート」を実施し
ています。
　上がらない賃金、物価高や税金、教育費の負担増、国
の平和と安全の問題など、日々の暮らしや困りごと、将
来の不安など 、あなたの声をお聞かせください。
　回答は、①折り込みのアンケート用紙に記入して配
布者に手渡す。または②日本共産党通研支部のホーム
ページで「あなたのお声をお聞かせ下さい」をクリッ
クして記入・送信して下さい。

　ホームページの URL：https://impedance.sakura.
ne.jp
    検索：インピーダンス　共産党

　

自
公
政
権
は
消
費
税
増

税
の
一
方
で
、
法
人
税
減

税
を
一
貫
し
て
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
法
人
税
減
税

は
、
賃
上
げ
に
も
設
備
投

資
に
も
つ
な
が
ら
ず
、
内

部
留
保
を
積
み
上
げ
た
だ

け
で
し
た
。

　

例
え
ば
法
人
税
か
ら
研

「
金
持
ち
に
追
い
銭
」
か

　
大
企
業
優
遇
税
制
を
た
だ
し

　
消
費
税
減
税
を

究
開
発
費
の
一
定
割
合
を

控
除
す
る
研
究
開
発
減
税

の
問
題
で
は
、
研
究
費
を

維
持
し
た
だ
け
で
も
、
減

ら
し
た
場
合
で
も
減
税
さ

れ
ま
す
。
増
や
さ
な
け
れ

ば
減
税
は
な
か
っ
た
の
を

経
団
連
の
要
求
で
変
え
て

き
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
は
３
月
６
日
の

参
院
予
算
委
で
、「
ト
ヨ
タ

に
と
っ
て
も
研
究
開
発
は

大
事
だ
が
、
30
兆
円
を
超

え
る
内
部
留
保
が
あ
る
企

業
に
わ
ざ
わ
ざ
（
研
究
開

発
）
減
税
す
る
の
か
」
と

批
判
。「
不
公
平
な
税
制
に

切
り
込
め
ば
、
消
費
税
減

税
の
道
も
開
け
る
」
と
し

て
、
大
企
業
・
富
裕
層
優

　

商
品
券
配
布
問
題
。「
商

品
券
配
布
は
裏
金
中
の
裏

金
だ
」「
石
破
首
相
だ
け
で

な
く
、
自
民
党
歴
代
政
権

の
慣
行
で
、
原
資
は
官
房

機
密
費
と
指
摘
さ
れ
て
い

昨年の気温上昇

初の 1.5 度超える

　

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）
は
２
０
２
４
年
の
気

温
上
昇
幅
が
産
業
革
命
前

と
比
べ
、
１
・
55
度
に
達

し
た
と
す
る
報
告
書
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
国

際
的
枠
組
み「
パ
リ
協
定
」

が
気
温
上
昇
の
抑
制
目
標

と
す
る
１
・
５
度
を
単
年

で
初
め
て
超
過
。
異
常
気

象
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
は
24
年
に
世
界

で
１
５
０
を
超
え
る
「
過

去
に
例
の
な
い
」
異
常
気

象
を
観
測
し
た
と
報
告
。

日
本
か
ら
は
夏
季
の
猛
暑

に
加
え
、
９
月
に
能
登
半

島
北
部
を
襲
っ
た
記
録
的

大
雨
を
事
例
に
あ
げ
ま
し

た
。

　

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
は
、
各
国
の
指
導
者

に
対
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
な
ど
の
対
策

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

る
」「
自
民
党
の
党
内
対
策

に
機
密
費
が
使
わ
れ
て
い

れ
ば
大
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
輸

入
車
に
25
％
の
追
加
関
税
。

「
自
動
車
は
現
在
２
・
５
％

だ
か
ら
27
・
５
％
に
な
る
」

「
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
基
幹

部
品
も
対
象
だ
」「
日
本
に

と
っ
て
は
大
打
撃
だ
」「
日

本
政
府
は
日
本
を
除
外
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、

聞
い
て
も
ら
え
な
い
」「
カ

ナ
ダ
や
中
国
な
ど
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
へ
の
提
訴
や
対
抗
措
置

遇
の
税
制
の
ゆ
が
み
を
た

だ
し
、
消
費
税
の
見
直
し

に
向
か
う
べ
き
だ
と
主
張

し
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

を
打
ち
出
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
に
東
京
地
裁

が
解
散
命
令
。「
や
っ
と
出

さ
れ
た
。
被
害
者
が
長
く

待
ち
望
ん
で
き
た
も
の

だ
」「
正
体
を
隠
し
た
伝
道

や
高
額
献
金
な
ど
違
法
行

為
の
悪
質
性
・
組
織
性
・

継
続
性
を
認
定
し
た
」「
統

一
協
会
は
被
害
者
に
補
償

す
る
義
務
が
あ
る
」「
長
年

癒
着
し
て
き
た
自
民
党
の

責
任
も
問
わ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
が

一
般
／
特
別
公
開
。「
一
般

公
開
は
毎
週
木
曜
。
春
休

み
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

は
４
月
３
、４
日
に
行
わ

れ
る
」「
30
日
は
武
蔵
野
桜

祭
り
に
あ
わ
せ
て
セ
ン
タ

内
の
桜
並
木
開
放
と
技
術

史
料
館
の
特
別
開
館
が
行

わ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

降
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
岡

山
市
は
鎮
圧
を
発
表
し

た
」「
今
治
市
は
延
焼
阻
止

を
宣
言
し
確
認
を
進
め
て

い
る
」「
韓
国
で
も
大
規
模

な
山
火
事
が
起
き
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
が
開

幕
。「
大
谷
翔
平
選
手
は

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
」

　
「
花
曇
り
か
と
思
っ
た

ら
黄
砂
だ
っ
た
。
電
車
の

中
で
も
マ
ス
ク
の
人
が
多

い
」「
花
粉
の
飛
散
も
ピ
ー

ク
だ
」

ル
カ
の
方
舟

　
伊
予
原
新 

著

　

講
談
社
文
庫

　

￥
８
０
０
（
税
別
）

　

直
木
賞
作
家
の
作
品
。

科
学
雑
誌
記
者
が
、
大
学

教
授
の
遺
体
を
発
見
し
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
火

星
由
来
の
隕
石
に
生
命
の

痕
跡
を
発
見
し
た
と
い
う

教
授
の
研
究
室
の
研
究
者

の
姿
、
そ
こ
に
論
文
ね
つ

造
、
改
ざ
ん
、
盗
用
の
頭

文
字
の
Ｆ
Ｆ
Ｐ
の
件
と
い

う
謎
の
メ
ー
ル
が
届
く
。

殺
人
事
件
の
謎
解
き
と
、

生
命
が
宇
宙
を
行
き
来
し

て
い
る
と
い
う
壮
大
な
ロ

マ
ン
が
絡
ん
で
引
き
込
ま

れ
る
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
騒

動
の
前
年
２
０
１
３
年
に

出
版
さ
れ
、
科
学
論
文
の

背
景
に
あ
る
ド
ロ
ド
ロ
し

た
執
念
に
も
目
が
向
く
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　

厚
生
労
働
省
「
賃
金
引

き
上
げ
な
ど
の
実
態
に
関

目で見る経済

労働組合のある企業が
賃上げ率大

す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
の
賃
上
げ
率

は
、
労
働
組
合
の
な
い
企

業
で
３
・
６
％
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
労
働
組
合
の

あ
る
企
業
で
は
４
・
５
％

と
０
・
９
％
も
の
差
が
あ

り
ま
し
た
。
両
者
の
差
は

同
調
査
で
労
働
組
合
（
労

組
）
の
有
無
別
の
集
計
し

た
１
９
９
９
年
以
降
で
最

大
で
し
た
。

　

生
活
向
上
に
は
、
労
働

組
合
の
奮
闘
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
辰
巳
孝

太
郎
議
員
は
14
日
の
衆
院

予
算
委
員
会
で
、
政
府
が

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
ラ
ピ

ダ
ス
に
２
兆
円
規
模
の
国

民
の
血
税
を
投
入
す
る
異

常
事
態
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

辰
巳
氏
は
、
米
国
防
総

省
の
報
告
書
が
軍
用
半
導

体
は
利
益
が
出
な
い
と
し
、

利
益
の
出
な
い
軍
用
半
導

衆
院
予
算
委

米
軍
兵
器
の
た
め
か

特
定
半
導
体
企
業
に
巨
費
投
入

体
の
納
入
を
ラ
ピ
ダ
ス
が

担
わ
さ
れ
、
赤
字
で
破
た

ん
し
た
ら
日
本
国
民
の
負

イ
ル
を
日
本
が
爆
買
い
す

る
構
図
に
な
る
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

半
導
体
企
業
へ
の
巨
額

支
援
の
根
本
に
あ
る
の
は
、

「
日
米
同
盟
絶
対
」「
大
企

業
の
利
益
優
先
」
と
い
う

日
本
政
治
の
二
つ
の
ゆ
が

み
で
す
。

「
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
始
球

式
の
球
速
は
１
３
５
㌔

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

24
日
、
東
京
で
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
開
花
宣
言
。「
桜

が
あ
っ
と
い
う
ま
に
咲
い

て
満
開
に
近
い
」「
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
老
齢
化
が
進
ん

で
い
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
が
ま
ん
延
、

男
女
賃
金
に
格
差

　
こ
れ
に
都
政
が
応
え
る
た
め
に

　
　
日
本
共
産
党
の
都
政
政
策
③  

　

日
本
は
世
界
で
１
１
８

位
の
不
名
誉
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
後
進
国
で
す
。
昨
年
、

都
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
２
５
０
人
も
大
量

に
雇
い
止
め
、
多
く
が
女

性
で
し
た
。
都
の
会
計
年

度
任
用
職
員
と
い
う
制
度

は
７
割
が
女
性
で
、
こ
の

制
度
の
も
と
、
女
性
に
低

賃
金
と
不
安
定
雇
用
を
強

い
、
差
別
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
小
池
百
合
子
知

事
は
「
女
性
活
躍
」
と
言

う
ば
か
り
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
都
政
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
徹
底
す
る
た

め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

男
女
賃
金
格
差
の
是
正

と
職
員
の
正
規
化
を
す
す

め
ま
す
。
痴
漢
・
盗
撮
ゼ

ロ
の
東
京
へ
対
策
を
強
化

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

年
齢
・
発
達
に
即
し
た
科

学
的
な
「
性
教
育
」
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

担
。
日
本
製
半
導
体
が
組

み
込
ま
れ
た
米
国
の
ミ
サ

　

岡
山
市
と
愛
媛
県
今
治

市
で
山
林
火
災
。「
雨
が


